
清
水
茂
教
授

著
作
目
録

著

等

書

腐
宋
八
家
文

上

中
園
古
典
選

中下

の
ち

新
訂
中
国
古
典
選

上下

文
庫
版

一
二

一
･
三
･
四

韓
愈

中
園
詩
人
選
集

二

王
安
石

中
国
詩
人
選
集
二
葉
四

(
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
)

一
九
五
六
年

九
月

一
九
六
〇
年

三
月

1
九
六
四
年

1
0
月

朝
日
新
聞
社

水
瀞
俸

第
七
筋

岩
波
文
庫

第
八
掛

第
九
射

第
十
射

第

二

筋

清
水
茂
教
授

者
作
目
蘇

(

第
七
筋
'
第
八
筋
は
吉
川
幸
次
郎
と
共
詳
)

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
七
八
年

一

一
九
七
九
年

一
九
五
八
年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
八
三
年



中
開
文
学
報

第
四
十
筋

近
世
思
想
家
文
集

(｢童
子
問
｣
)
日
本
古
典
文
学
大
系
九
七

童
子
問

岩
波
文
庫

伊
藤
仁
斎

･
伊
藤
東
涯

(｢語
孟
字
義
｣
｢古
学
先
生
文
集
｣
｢古
今
撃
襲
｣
)

日
本
思
想
大
系
三
三

(吉
川
幸
次
郎
と
共
著
)

顧
炎
武
集

中
園
文
明
選
七

書
経
春
秋

中
国
詩
文
選
三

韓
愈

Ⅰ

世
界
古
典
文
学
全
集
三
〇
A

韓
愈

Ⅰ

世
界
古
典
文
学
全
集
三
〇
B

語
-
の
文
学

中
開
詩
文
論
薮

一
九
六
六
年

六
月

1
九
七
〇
年

二

月

一
九
七

一
年

一
〇
月

一
九
七
四
年

一
一
月

一
九
七
五
年

三
月

一
九
八
六
年

六
月

1
九
八
七
年

一
〇
月

一
九
八
八
年

二
月

一
九
八
九
年

二
月

岩
波
書
店

岩
波
書
店

岩
波
書
店

朝
日
新
聞
社

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

創
文
社

論

文

(
*
は
『中
国
詩
文
論
薮
』
所
収
へ
寮
は
『語
-
の
文
撃
』
所
収
｡)

今
古
奇
観
の
終
末
に
つ
い
て

-

神
仙
思
想
の
現
れ
を
主
と
し
て
-

*
杜

牧

と

停

奇

*
柳
宗
元
の
生
活
鰹
級
と
そ
の
山
水
記

一
九
四
七
年

三
月

一
九
五
四
年

一
〇
月

一
九
五
五
年

四
月

湊
詳

柳
宗
元
的
生
活
膿
級
及
其
山
水
記
(華
山
謬
)
一
九
五
七
年

柳
宗
元
的
生
活
鰹
験
及
其
山
水
記
(華
山
謬
)
l
九
五
九
年

二
月

振
鈴

一

中
国
文
学
報

一

中
国
文
学
報

二

文
史
哲

一
九
五
七
年
四
期

『
中
国
古
典
散
文
研
究
論
文
集
』
人
民
文
学
出
版
社



*
詩

語

の

構

造

-

杜
牧
の
は
あ
い
-

※
夏
術

『
上
海
の
屋
根
の
下
』

*
杜
牧
今
鮭
詩
の
1
つ
の
技
法

-

｢江
南
春
絶
句
｣
詩
を
中
心
に
-

*
北
宋
名
人
の
姻
戚
関
係

-

畳
殊
と
欧
陽
情
を
め
ぐ
る
人
々
-

在
香
港
中
国
人
の
言
語
生
活

※
永
井
荷
風
と
湊
文
学

庶
東
語
の
＼
e
＼

江
戸
時
代
以
前
日
本
人
之
文
学
創
作
活
動
興
中
国

文
学

※
日
本
漠
文
学
史
研
究
の
二
､
三
の
問
題

中
国
目
線
寧

(
一
)

(
二

)

(≡
)

(

四
)

(五
)

(六
)

清
水
茂
教
授

者
作
目
錬

一
九
五
五
年

1
0
月

一
九
五
七
年

一
〇
月

一
九
五
八
年

一
一
月

一
九
六

一
年

一
二
月

一
九
六
二
年

一
月

一
九
六
二
年

二

一月

一
九
六
三
年

一
九
六

一
年

三
月

一
九
六
五
年

一
〇
月

一
九
六
六
年

一
〇
月

一
九
六
六
年

二

月

一
九
六
七
年

一
月

一
九
六
七
年

五
月

一
九
六
七
年

七
月

1
九
六
七
年

1
1
月

中
国
語
撃
研
究
合
論
集

二

大
安

二
四

漢
文
教
室

三
九

東
洋
史
研
究

二
〇
-
二

ア
ジ
ア
経
済

三

-
一

圏
書

一
六
〇

音
聾
科
学
研
究
Ⅲ

香
港
大
学
中
文
拳
骨
主
編

東
方

一
一

文
学

三
三
-
一
〇

筑
摩
書
房

『
世
界
古
典
文
学
全
集
』

一 四 四 二
八 〇 四 三 三三

月
報

- 3-



中
国
文
学
報

第
四
十
珊

(七
)

(八
)

(九
)

(十
)

※
戯
曲
小
説
論

(
の
ち

中
国
戯
曲
小
説
の
草
展
)

*
｢白
日
｣
の
解
樺

藻
謬滞

〃

白
日
〃

(胡
昌
合
讃

胡
竹
安
校
改
)

揮
〝
白
日
〃

(喬
治
歌
謬
)

卑
方
言
讐
賓
語
の

詞
序

*
尚
書

｢秦
誓
｣
と
そ
の
周
連

*
｢春
｣
｢秋
｣
之
詞
性

唐
代
詩
人
の
停
記
資
料

*
｢城
春
草
木
深
｣
の

｢春
｣
に
つ
い
て

※
夏
目
軟
石
と
漢
文
学

『
仁
賓
日
札
』
の
抄
本

*
日
本
留
下
乗
的
両
種
柳
宗
元
集
版
本

※
茅
盾

『多
角
関
係
』
の
手
法

一
九
六
八
年

三
月

一
九
六
八
年

二

一月

一
九
六
九
年

四
月

一
九
六
九
年

九
月

一
九
六
六
年

一
二
月

一
九
六
八
年

三
月

一
九
八
五
年

一
九
八
七
年

三
月

一
九
七
二
年

一
二
月

一
九
七
二
年

一
二
月

一
九
七
四
年

一
〇
月

一
九
七
五
年

一
月

一
九
七
六
年

二
月

1
九
七
九
年

五
月

一
九
八
〇
年

一
〇
月

一
九
八
二
年

1
九
八
二
年

八
月

三
八

二
五二

二
〇

新
潮
社

吉
川
幸
次
郎
編

『
中
国
文
学
論
集
』

吉
川
博
士
退
休
記
念

『
中
国
文
学
論
集
』

雲
南
教
育
学
院
学
報

社
食
科
学
版

一
九
八
五
年
三
期

書
目
季
刊

二
〇
-
四

鳥
居
久
靖
先
生
華
甲
記
念
論
集

『
中
国
の
言
語
と
文
学
』

東
方
畢
合
創
立
二
十
五
周
年
記
念

『
東
方
学
論
集
』

入
矢
教
授
･
小
川
教
授
退
休
記
念

『
中
国
文
学
語
学
論
集
』

大
修
館
書
店

小
川
嚢
樹
霜
『唐
代
の
詩
人

-
そ
の
停
記
』

東
書
国
語

一
四
九

国
文
学
-

解
岸
と
教
材
の
研
究

二
四
-
六

ビ
プ
リ
ア

七
五

『
香
港
大
学
漏
平
山
圏
書
館
金
橋
紀
念
論
文
集
』

野
草

三
〇



漠
謬『多

角
関
係
』
的
表
現
手
法

(顧
忠
図

･

劉
初
霞
共
謀
)

※

『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
人
間
性

*
正

始

の

文

章

維

集

の

性

質

*
｢行
｣
の
本
義

(
の
ち

楽
府

｢行
｣
の
本
義
)

*
陳

維

蕗

の

詞

※
封
句
と
-
-
か
え
し

-

蘇
拭

｢水
調
歌
頭
｣
｢
人
有
悲
歌
離
合

月
有
陰
晴
園
歓
｣
の
手
法
-

※
詩
歌
に
お
け
る
遊
戯
性

-

物
名
･
俳
讃
歌
の
意
義
1

※
賦

と

叙

事

詩

(
の
ち

語
り
の
文
学
-

坑
と
叙
事
詩
)

*襲

鼎

肇

論

*
陳
其
年
集
の
編
集
出
版

*
徐
履
悦
の
俸
記
と
詩

説

〝
青
〃

清
水

茂
教
授

者
作
目
銀

一
九
八
四
年

一
九
八
三
年

二
月

1
九
八
三
年

一
〇
月

一
九
八
四
年

三
月

一
九
八
四
年

一
〇
月

一
九
八
五
年

五
月

一
九
八
五
年

七
月

湖
州
師
事
学
報

創
文
社

『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
求
』

小
尾
博
士
古
稀
記
念

『
中
国
撃
論
集
』

大
谷
大
挙
文
蛮
拳
骨

文
聾
論
叢

二
二

日
本
中
図
学
舎
報

三
六

中
田
勇
次
郎
先
生
璽
寿
記
念
論
集

『
東
洋
蛮
林
談
叢
』

古
田
敬
一
教
授
退
官
記
念

『
中
国
文
学
語
草
論
集
』

一
九
八
五
年

一
二
月

一
九
八
六
年

三
月

一
九
八
六
年

一
〇
月

一
九
八
六
年

一
二
月

一
九
八
七
年

六
月

一
九
八
七
年

文
学

五
三
-

二

一

古
田
敬

一
編

『
中
国
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
』

岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
論
集

『
中
国
詩
人
論
』

繭
田
喜
一
郎
博
士
追
悼

『
中
国
寧
論
集
』

東
方
学
舎
創
立
四
十
周
年
記
念

『
東
方
撃
論
集
』

『
王
力
先
生
紀
念
論
文
集
』



中
国
文
革
報

第
四
十
筋

朱
薫
に
お
け
る
口
語
と
文
語

唐
代
古
文
運
動
輿
餅
文

日
本
古
代
文
学
上
的
韓
愈

翻
詳
及
び
等
註

*
柳
宗
元

｢河
間
停
｣

聞

一
多

｢死
水
｣

森
鴎
外

『
山
坂
大
夫

･
高
瀬
舟
他
四
篇
』

膏
麿
書
文
苑
停
序

･
檀
徳
輿

(韓
愈

｢唐
故
相
構

公
墓
碑
｣
)

※

｢茶
酒
論
｣
揮

上中下

張
俸
璽

｢中
国
古
代
に
お
け
る
儒
法
闘
争
｣

解

題

*
王
弘
撰

『
山
志
』

*
謝
紡
得

『
文
章
軌
範
』
(官
板
)

1
九
八
八
年

三
月

1
九
八
八
年

四
月

一
九
八
八
年

一
〇
月

京
大
人
文
科
学
研
究
所

『
漢
語
史
の
諸
問
題
』

西
北
大
学
学
報
埼
刊

『
周
秦
漠
鹿
文
化
論
文
集
』

韓
愈
学
術
骨
討
論
組
織
委
員
合
編

『韓
愈
研
究
論
文
集
』

一
九
六

一
年

一
〇
月

一
九
六
七
年

五
月

一
九
六
七
年

六
月

1
九
七
五
年

1
1
月

一
九
七
五
年

七
月

一
九
七
五
年

一
一
月

一
九
七
六
年

四
月

一
九
七
六
年

一
月

倉
石
博
士
還
暦
記
念

『
中
国
の
名
著
』

『
中
国
語
と
中
国
文
化
』

岩
波
文
庫

同
書

大
修
館
書
店

小
川
環
樹
編
『唐
代
の
詩
人
1

そ
の
停
記
』

煎
茶

四五六

京
都
大

学人
文
科
学
研
究
所

『学
問
に
架
け
る
橋
』

一
九
七
五
年

七
月

一
九
七
九
年

三
月

朋
友
書
店

朋
友
書
店



*

『
埼
修
隻
註
妙
選
群
英
草
堂
詩
飴
』

湊
詳至

正
黄
未
底
陵
泰
字
書
堂
刊
本

妙
選
群
英
草
堂
詩
飴

後
記

*
聖
宋
千
家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全

*

『聖
宋
千
家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全
』
解
題
補

I

北
京
固
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
-

*

『
欽
定
詞
譜
』

書

評

人
民
文
学
出
版
社

『
水
瀞
』
･
作
家
出
版
社

『
水

瀞
』
･
人
民
文
学
出
版
社

『
水
瀞
全
俸
』

*
吉
川
幸
次
郎

･
桑
原
武
夫

『
新
唐
詩
選
綬
篇
』
･

一
九
八
〇
年

三
月

同
朋
舎

京
大
落
籍
善
本
叢
書

一
九
八
六
年

成
都
大
学
学
報

社
倉
科
撃
版

一
九
八
六
年
第
四
期

一
九
八

一
年

一
一
月

天
理
圏
書
館
善
本
叢
書

九

一
九
八
二
年

1
0
月

ビ
ブ
リ
ア

七
九

一
九
八
三
年

五
月

同
朋
舎

京
大
湊
籍
善
本
叢
書

一
九
五
四
年

一
〇
月

中
国
文
筆
報

一

一
九
五
五
年

一
〇
月

中
国
文
学
報

三

侃
海
曙

『唐
詩
的
例
等
』

季
長
之

『
中
国
文
学
史
略
稿
』
･
林
庚

『
中
国
文
学

一
九
五
六
年

四
月

中
国
文
学
報

四

簡
史
』
(荒
井
健
他
と
共
著
)

*
夏
承
薫

『唐
宋
詞
人
年
譜
』

漠
詳清

水
茂
教
授

著
作
日
銀

一
九
五
六
年

一
〇
月

中
国
文
学
報

五



中
国
文
革
報

第
四
十
珊

評
介
夏
承
蒸
着

『唐
宋
詞
人
年
譜
』

*

『
清
江
清
文
錬
』

※
川
口
久
雄

『
平
安
朝
日
本
湊
文
学
史
の
研
究
』

※
小
島
憲
之

『
上
代
日
本
文
撃
と
中
国
文
学
』
(上
)

武
田
泰
淳

･
竹
内
賛

『
毛
滞
東

･
そ
の
詩
と
人
生
』

高
田
淳

『
中
国
の
近
代
と
儒
教
』

*
前
野
直
彬

『唐
代
の
詩
人
た
ち
』

H
a
sim
o
to
〉

Oi･kan
Y
ue‖
s
tu
d
ies
in
Y
ue

d
i
a

-ect
(I
)
.
P
h

o

コ
0
-0g
y

O
f
C
a
n
to
n
e
s
e
.

(卑
方
言
の
研

究

一

度
東
語
の
音
韻
論
)

小
野
四
平

『
中
国
近
世
に
お
け
る
短
編
白
話
小
説

の
研
究
』

*
中
国
社
合
科
学
院
文
学
研
究
所

『唐
詩
選
』

漢

詩

文

(
一
部
)

東
窺
酬
唱
集

(寺
川
幸
次
郎
･
周
法
高
と
共
著
)

参
加
韓
愈
学
術
討
論
合
和
金
啓
華
教
授
二
首

卑
遊
草

一
九
五
七
年

一
〇
月

一
九
五
九
年

一
〇
月

一
九
六
二
年

四
月

一
九
六
三
年

四
月

一
九
六
五
年

六
月

l
九
七

1
年

1
月

一
九
七
二
年

一
〇
月

一
九
七
三
年

光
明
日
報

文
学
遺
産

一
七
七
期

(
一
〇
月
六
日
)

中
国
文
学
報

一
一

中
国
文
学
報

一
六

中
国
文
学
報

一
八

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

七
-
二
三

野
草

二

中
国
文
学
報

二
三

東
方
寧

四
六

一
九
七
九
年

二
月

一
九
八
〇
年

一
〇
月

日
本
講
書
新
聞

二
月

一
二
日

中
国
文
筆
報

三
二

一
九
七
九
年

九
月

1
九
八
六
年

1
九
八
七
年

大
陸
難
詰

五
九
1
三

虞
州
詩
赦

詩
詞

線
七

一
期

庶
州
詩
社

詩
詞

維
七
七
期



閏
遊
草

讃
鱒
鵜
集
聞
乳
憶
香
港
諸
親
友
有
感
即
用
英
領

韓
退
之
文
日
詰
全
等
成

橋
本
寓
太
郎
教
授
挽
詞

鏡
宗
暁
教
授
撹
轡
集
序

夏
承
素
教
授
悼
詩

･
賀
夏
承
秦
教
授
徒
事
学
術
輿

教
育
工
作
六
十
五
周
年
詩

随
筆

そ
の
他

(中
国
関
係
)

新
し
い
中
国
の
古
典
文
学
研
究
雑
誌
三
種

海
外
文
学
の
動
向

(中
国
)

蝦
葺
を
食
-
請

吟
詩
-

中
国
古
典
詩
は

｢詩
｣
で
あ
る
こ
と
-

韓
恵
の
あ
と
が
き

宋
の
文
学
者
の
詩
文
集
で
最
も
早
-
日
本
に
停
わ

っ
た
の
は
王
安
石
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

マ
カ
オ
見
聞
記

清
水
茂
教
授

者
作
日
録

一
九
八
七
年

一
九
八
九
年

四
月

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

三
月

1
九
八
八
年

一
九
八
八
年

十
月

贋
州
詩
祉

詩
詞

絶
七
九
期

『唐
安
泰
紀
念
文
集
』

虞
州
詩
政

詩
詞

綬
九
七
期

ア
ジ
ア

･
ア
フ
リ
カ
語
の
計
数
研
究

香
港
日
本
文
化
協
合

評
汝
謙
編

前
謄

一
八
四
五
-
一
九
八
七

『夏
東
衰
教
授
紀
念
集
』

三
〇

港
日
関
係
之
回
顧
興

一
九
五
六
年

一
九
五
六
年

一
九
五
六
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
六
〇
年

三 五 八 九 九 五
月 月 月 月 月 月

一
九
六

一
年

一
月

筋
府

復
刊
四

学
園
新
聞

八
五
八

九
月
三
日

唐
宋
八
家
文

上

月
報

岩
波
中
国
詩
人
選
集

1
五

李
商
臆

月
報

岩
波
中
国
詩
人
選
集

総
索
引

月
報

唐
宋
八
家
文

中

月
報

ア
ジ
ア
経
済

二
-

一



中
国
文
筆
報

第
四
十
冊

王
安
石
は
い
つ
ご
ろ
の
人
か

※
わ
た
し
が
見
た
虞
東
省
の
し
ぼ
い

宋
龍
野
本
王
文
公
文
集
の
影
印
出
版

香
港
の
ふ
る
本
屋

･
新
本
崖

東

城

の

痔

疾

登

鬼

と

急

韓

陸
済
詩
の
選
び
方

八
家
文
は
文
学
か

文

を

作

る

中

図

語

の
初

歩

黄
酒

･
茅
重

･
大
盤

李
輝
英
さ
ん
の
こ
と

本

を

救

う

編

印
縁

起

1

つ

の

解

放

星
星
之
火

可
以
燦
原

胡
喬
木
先
生
を
迎
え
て

中
国
の
蔵
書
家
た
ち

(上
)

一
九
六
二
年

五
月

一
九
六
二
年

九
月

一
九
六
三
年

四
月

一
九
六
四
年

一
〇
月

一
九
六
四
年

一
〇
月

一
九
六
四
年

一
二
月

一
九
六
四
年

一
二
月

一
九
六
六
年

五
月

一
九
六
六
年

七
月

一
九
六
八
年

二
月

一
九
六
八
年

九
月

一
九
七
二
年

八
月

一
九
七
三
年

一
月

1
九
七
四
年

1
0
月

一
九
七
四
年

一
〇
月

一
九
七
七
年

八
月

一
九
七
九
年

三
月

一
九
七
九
年

一
〇
月

岩
波
中
国
詩
人
選
集
二
集
四

王
安
石

月
報

大
安

八
二

岩
波
中
国
詩
人
選
集
二
集
七

黄
庭
堅

月
報

京
都
古
書
時
報

六
二

唐
宋
八
家
文

下

月
報

筑
摩
世
界
文
学
大
系
七

1

月
報

集
英
社
漢
詩
大
系

一
九

陸
潜

月
報

新
訂
中
国
古
典
選

唐
宋
八
家
文

上

月
報

新
訂
中
国
古
典
選

磨
宋
八
家
文

下

月
報

N
H
K
中
国
語
講
座

酒

一
六
-
九

野
草

八

北
御
所

二

人
矢
数
授
･
小
川
教
授
退
休
記
念

『
中
国
文
学
語
学
論
集
』

筑
摩

吉
川
幸
次
郎
全
集
二
〇

月
報

固
書

三

三

六

京
都
日
中
学
術
交
流
懇
談
合
食
報

三

天
地

ニ
ー

一
〇

10



(下
)

｢和
歌
湊
謬
｣
と

｢漢
詩
和
讃
｣

吉
川
先
生
を
祭
る
文
並
に
序

吉
川
善
之
先
生
追
憶

吉
川
善
之
先
生
追
憶

吉
川
幸
次
郎

『隻
杜
室
集
』
践

あ
と
が
き
に
代
え
て

呉
世
昌
先
生
と
の
十
日
間

先
学
を
語
る
-

吉
川
幸
次
郎
博
士
-

(座
談
合

附
-
吉
川
幸
次
郎
博
士
略
年
譜

吉
川
幸
次
郎
全
集

第
二
七
奄
績
補
Ⅲ

解
説

峡

騨

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
中
国
学
の
現
況

帝
書
項
目

ア
ジ
ア
歴
史
事
典

世
界
大
百
科
事
典

清
水
茂
教
授

著
作
日
録

一
九
七
九
年

一
一
月

一
九
七
九
年

一
〇
月

一
九
八

〇
年

一
〇
月

一
九
八

l
年

1月

一
九
八
二
年

三
月

一
九
八

一
年

九
月

一
九
八
二
年

八
月

一
九
八
三
年

一
一
月

司
合
)
一
九
八
七
年

七
月

一
九
八
七
年

八
月

一
九
八
七
年

一
〇
月

一
九
八
九
年

一
月

天
地

二-
1
1

京
都
日
中
学
術
交
流
懇
談
合
合
報

五

以
文

二
三

東
方
撃

六
一

筑
摩

『吉

川幸
次
郎
』

研
文
出
版

筑
摩

吉
川
幸
次
郎

『
文
弱
の
債
値
』

京
都
日
中
学
術
交
流
懇
談
合
食
報

一
六

東
方
寧

七
四

筑
摩

吉
川
幸
次
郎
全
集

二
七

筑
摩

世
界
古
典
文
学
全
集
三

〇
B

月
報

東
方
撃

七
七

ll

一
九
五
九
年

九
月
～

一
九
六

〇
年

八
月

一
九
六
四
年

七
月
～



中
国
文
革
報

第
四
十
析

新
潮
世
界
文
学
小
辞
典

中
国
語
寧
新
辞
典

国

史

大

辞

典

中
国
思
想
事

典

日
本
古
典
文
学
大
辞
典

平
凡
社
大
百
科
事
典

一
九
六
七
年

一
二
月

一
九
六
六
年

五
月

一
九
六
九
年

7
0
月

一
九
七
九
年

二
月
～

一
九
八
四
年

四
月

1
九
八
三
年

1
0
月
-

1
九
八
五
年

二
月

7
九
八
四
年

1
1
月
～

一
九
八
五
年

六
月

新
潮
社

光
生
館

吉
川
弘
文
館

(未
完
)

研
文
出
版

岩
波
書
店

平
凡
社


